





























































































2019年 1月 5日（土）13：30～ 18：30




















































































寄稿： Andrea GIOLAI In and Out of Trouble: Gagaku and the Issue of Authenticity（困難の「内」と
「外」で─雅楽とその真実性を巡って─）／陳 宗彤「導聆 千年前雅樂輝煌時代的入口」／管 亭安「撥弦遙
想千年雅樂之美」




















演奏： でんおん管絃講（2018年度メンバー）伊藤 亜希子（龍笛）／伊藤 慶佑（琵琶）／池内 奏音（笙）／成
瀬 はつみ（舞）／Ben BISOGNO（鞨皷）／陳 宗彤（太皷）／中川 佳代子（箏・和琴）／江野 俊江（箏）
／田鍬 智志（舞）
■活動4　 その他　いざなぎ流神楽（高知県香美市）聞き取り調査と舞の講習（9月21日）
■　近現代の伝統音楽および民謡の変容と実践
研究代表者：齋藤　桂 共同研究
共同研究員：安納真理子（東京工業大学・准教授）、梶丸岳（京都大学・助教）、片岡リサ（大阪音楽大学・特任
准教授／大阪大学・博士後期課程）、薗田郁（日本伝統音楽研究センター）、竹内直（日本伝統音楽研究センター）、
土田耕督（大阪大学・助教）、出口実紀（日本伝統音楽研究センター）、輪島裕介（大阪大学・准教授）
■趣旨
明治期以降から現代までの伝統音楽および民謡について、その変容と実践についての詳細を明らかにする。その
中でも特に、新民謡や邦楽器を用いたポピュラー音楽演奏、現代邦楽、現代の民謡（民謡大会など）、複数ジャン
ルのコラボレーションや言語・文化圏を跨いだ活動等、近現代に特有の音楽実践に光を当てる。またそれらの音
楽実践を文化史の中に位置づけることで、近現代の伝統音楽・民謡の文化的意義の解明を行う。
■2018年度研究会開催日
11月1日（於：日本伝統音楽研究センター、ゲスト：長門洋平、白井史人）、2月7日（於：日本伝統音楽研究
センター、ゲスト：大久保真利子）、2月19日（於：大阪大学、ゲスト：ちんどん通信社、阿部万里江　※大阪
大学文学研究科音楽学研究室との共同開催）
